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研究成果の概要（和文）：　Web上でICFを閲覧、検索可能とするためのWebサーバを構築し、ICFコード検索システムを
作成した（URL: http://hi-kumw.com/）。ICFコード検索の際には文章からキーワードを抜き出して検索できるように
した。
　作成したICFコード検索システムの活用例を示すために既存の7つの生活機能評価の評価項目（294項目）をICFコード
検索システムを用いてコード化し、各調査票の特徴を調べた。
　類似の評価票を分類することで、新しい評価票を作成する際、より完成度を高めるための一つの方法を示した。これ
はICFコード検索システムによってコード化が容易になったために実現できたといえる。

研究成果の概要（英文）：  The Web server for searching ICF was built (URL: http://hi-kumw.com/). A search 
keyword can be extracted from a text.
  In order to show the example of practical use of the ICF code search system, The evaluation criteria (29
4 items) of seven existing functioning evaluations were coded using the ICF code search system and the fea
ture of each evaluations was investigated. 
  It was effective to have classified a similar evaluation sheet in order to create a better evaluation sh
eet. Since coding became easy by the ICF code search system, this research has been realized.  

研究分野：

科研費の分科・細目：

総合領域

キーワード： 国際生活機能分類

情報学，図書館情報学・人文社会情報学



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９，Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年，ICFの意義や活用の重要さは認識さ
れてきたが，構造の複雑さや項目数の多さ
（全 1,457 項目），用語の難しさ，全体像の
理解の難しさなどから，実践的活用までに至
っていない。その中で本申請者らは，障害者
の総合的な実態把握や支援計画を実行する
際のツールとして ICF の有用性を報告して
きた。すなわち，(1)肢体不自由のある女子大
学生 1名を対象とした事例研究において，学
校生活場面における生活機能と障害の把握
の際に ICF が有効であることを示した。(2)
肢体不自由児施設入所者 3名を対象とした事
例研究において，対象者の余暇活動参加時に
おける生活機能と障害および必要な支援の
実態把握の際にも ICF の利用が有効であっ
た。(3)特別支援学校（知的障害）に在籍する
児童生徒202名を対象に実施した調査研究で
は，既に使用されている個別の指導計画：実
態表の記述内容を ICF の構成要素および第
１レベルに分類し，全学部および各学部の児
童生徒に対する記入率を求めた。個別の指導
計画を ICFが示す生活機能に位置づけ，児童
生徒の実態を総合的に理解するための手が
かりを示した。 
 以上の研究は全て ICF を基盤として障害
のある人の生活機能と障害の実態，さらに必
要な支援を把握しようとしたものである。上
述のとおり，ICF における評価項目は 1,457
項目あり，全項目の概念を適切に把握するこ
とは困難な上に，項目間で類似した概念や複
雑な概念が含まれている。(1)，(2)の研究は，
1名および 3名の事例研究であったため，各
対象者の活動の状態や生活環境を検者が全
てチェックし，その内容を ICFコード化した。
また，(3)の研究は，対象者の状態が既に記載
された文章を人（検者）の手によって ICFコ
ード化したものである。しかし，いずれの調
査においても，コード化および各項目の評価
は，検者の主観にたよらざるを得ないのが現
実であり，膨大な候補から 1つのコードを決
定する作業は困難を極めた。ICFの実践的な
活用には，適切なコード化を促す支援システ
ムが必要であることが示唆された。 
 
２．研究の目的 
 ICF を活用した生活機能評価において，
ICFの全項目を取り扱うことは現実的ではな
く，対象者や評価目的に合わせて必要と思わ
れる項目のセットを作り，実践的に用いる方
法がとられている。本研究は，まず ICF評価
項目の選択を支援する ICF コード選択支援
システムを開発する。次いで，コード選択支
援システムを使用して選択された ICF 項目
に対する評定を行い，内容を容易に記録でき
る仕組みを構築する。以上の ICFコード選択
からその評定内容記録にわたるシステム（電
子化生活機能記録システムと総称する）の開
発とさらにその検証までを実施し，障害のあ
る人の生活機能の実態把握に資する情報を

得る仕組みを構築することが本研究の目的
である。 
 
３．研究の方法 
（１）電子化生活機能記録システムの作成 
ICF コード検索を支援するための ICF コー
ド検索システムは，レンタルサーバ（独自ド
メイン：hi-kumw.com）を利用し，インター
ネット上で稼働するアプリケーションとし
て開発を行った。 
このサーバへ ICF 情報を記録した 1457 の
html フ ァ イ ル を 保 存 し （ URL ：
hi-kumw.com/icf/），Web 上での検索に備えた。
例えば，b210 の情報へアクセスしたい場合，
ブラウザでURLを「http://hi-kumw.com/icf/ 
b210.html」とすると b210 の情報が出力され
る。 
 また，ICF コード検索システムを用いて決
定したコードの一覧を記録可能とするため，
エクセル形式のテンプレートを作成し，同サ
イトからダウンロードできるようにした。 
 
（２）電子化生活機能記録システムの検証 
 ICF コード検索システムの使用例として，
ICFコード検索システムを用いて①JASPER社
会生活力(青少年版)評価票，②居宅サービス
評価票，③要介護認定調査票，④重症児チェ
ックリスト，⑤障害程度区分，⑥認知症アセ
スメント，⑦FIM の各評価項目を ICF コード
化した。コード化は，コーディングの概念に
ついて理解と知識のある診療情報管理士合
格者および診療情報管理士合格見込者（後に
合格）の 2名がそれぞれで実施し，相違のあ
った項目については，話し合いで 1つのコー
ドを決定した。全生活機能評価票の調査項目
は，合計で 294 件あったが，そのうち 3件の
み ICF では分類できなかった（ICD で分類で
きる項目であった）。本研究では，これら 3
件を除くデータを分析対象とした。 
 コーディングしたデータは評価票ごとに
集計し，頻度分布図を作成した。その後，評
価票間のコード（質問項目）の類似度の確認
およびコード間の関係を把握するためにク
ラスタ分析を行った。 
 
４．研究成果 
（１）電子化生活機能記録システムの作成 
Web 上での ICF コード検索機能としては
Google 検索エンジンを使用した。Google 検
索ボックスは個人のWebサイトへ設置するこ
とができ，一般ユーザに意識させることなく，
また，特定のサイト内の検索を実行させるこ
とができる。このサイト内検索を利用し，
hi-kumw.com/icf/ に存在するファイルのみ
を対象に検索が実行される仕組みとした。ま
た，Google 検索エンジンの利用によって，「歩
く」と「あるく」，”Aacivity”と”activity”
など，ひらがなと漢字，大文字と小文字など
の表記ゆれを補正しての検索が可能となっ
た。 



また，本システムは，Yahoo 形態素解析
（WebAPI）も利用した。例えば「車椅子で友
達と買い物に行く」を解析した場合，Yahoo
サーバが「車椅子」「で」「友達」「と」「買い
物」「に」「行く」の文字列に分解し，さらに
それぞれの文字列の品詞やよみかたを解析
結果として返す。本システムでは Yahoo サー
バから返された名詞と動詞を「OR」でつなげ
て Google 検索を行った。この例では，「車椅
子 OR 友達 OR 行く」が検索文字列となる。 
Google検索エンジンとYahoo形態素解析を連
携することによって，文章での検索が可能と
なった。 
 さらに，形態素解析で返ってきた用語につ
いて，その用語の類語を容易に検索できるよ
うにした。これにより，最初に入力した用語
の類語でICFコードを検索しなおすことが容
易に行えるようになった。 
（２）電子化生活機能記録システムの検証 
分析対象の項目は 291 件であったが，一つ
の評価項目に対して 2つの ICFコードが付与
されるケースが数件あったため，ICF コード
化できた評価項目は合計で 304 件となった。
構成要素のレベルでみると心身機能「b」が
114 件，身体構造「s」が 5件，活動・参加「d」
が 169 件，環境因子「e」が 16 件であった。
図１～７に各評価票ごとの構成要素の内訳
を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１．JASPER 社会生活力(青少年版)評価票 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２．居宅サービス評価票 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３．要介護認定調査票 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４．重症児チェックリスト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５．障害程度区分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６．認知症アセスメント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７．FIM 



これらの頻度分布図をみると心身機能「b」
および活動・参加「d」についての評価項目
が大半あり，心身機能「b」を中心に評価し
ている評価票と活動・参加「d」を中心に評
価している評価票に分かれることが示唆さ
れた。 
そこで，クラスタ分析を行い，各評価票を
分類したところ，FIM 評価票・認知症アセス
メント評価票・JASPER・重症児チェックリス
トのグループと，居宅サービス評価票・要介
護認定調査票・障害程度区分評価票のグルー
プに分かれた（図８）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図８．クラスタ分析による樹形図（生活機
能評価票間） 

 
FIM 評価票は ADL（日常生活動作）を評価
するものであり，認知症アセスメント評価票
も日常生活における能力を中心に調査して
いることがこの結果から分かる。居宅サービ
ス評価票と要介護認定調査票はいずれも高
齢者を対象とした評価票であり，障害程度区
分評価票は一部を要介護認定調査票を参考
に作成されたものであるので妥当な分類で
あると考える。 
新しい評価票を作った際に，同様の分析を
行えば類似度の高い評価票を確認すること
ができる。さらに多くの生活機能評価票の評
価項目を ICF コード化し，収集することでよ
り正確な分類が可能になることに加え，ICF
コードに対応する評価項目のサンプルを得
ることにもなる。 
既存の生活機能評価票をICFコード化して
頻度分布図で表示することで対象領域にと
って重要な項目の確認やあるいは必要なは
ずが足りていない項目などの把握が可能と
なった。また，類似の評価票を参考にし，よ
り完成度を高めるための一つの方法を示し
た。これらは ICF コード検索システムによっ
て容易にコード化が可能となったために実
現できたといえる。 
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